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け
な
い
と
訴
え
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の

か
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
と
の
差
額
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
も
３
種
類
の
料
金
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
統

一
を
ま
ず
考
え
て
、
そ
れ
に

伴
っ
て
料
金
の
引
き
上
げ
も

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

水
道
料
金
も
含
め
て
今
年
度

か
ら
や
ろ
う
と
検
討
し
て
い

る
が
、
ど
う
し
て
も
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
現
状
で

は
上
げ
る
の
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
、
状
況
を

見
な
が
ら
改
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
業
用
施
設
災
害
11

箇
所
分
の
工
事
費
と
農
地
災

害
43
箇
所
分
の
工
事
費
で
あ

る
。

【
認
定
第
４
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

説
明
　
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
企

業
会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
令
和
元
年
度
は
、
３

月
31
日
の
打
ち
切
り
決
算
と

な
っ
て
お
り
、
特
別
会
計
と

し
て
の
認
定
は
最
後
に
な

る
。

　
　
　
下
水
道
使
用
料
と
浄

化
槽
使
用
料
に
大
き
な
格
差

が
あ
り
、
以
前
か
ら
、
こ
れ

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
建
設
部
関
係
）

〈
都
市
計
画
課
関
係
〉

説
明
　
当
初
予
定
で
算
出
し

て
い
た
国
庫
補
助
金
の
内
示

が
、
令
和
２
年
７
月
に
あ
り
、

そ
の
額
に
合
わ
せ
て
土
木
費

国
庫
補
助
金
１
６
２
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
７
月
５
日
か
ら
７
月

８
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
早

期
復
旧
を
図
る
為
の
補
正
予

算
、
現
予
算
額
４
，
１
４
０

万
８
千
円
に
対
し
、
補
正
予

算
額
８
，
９
５
０
万
円
補
正

後
の
予
算
額
１
億
３
，
０
９

０
万
８
千
円
に
よ
り
災
害
復

旧
の
推
進
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

　〈
建
設
課
関
係
〉

説
明
　
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
発
生
し
た
道
路
９
箇
所
、

河
川
６
箇
所
、
合
計
15
箇
所

の
災
害
復
旧
工
事
費
等
で
あ

る
。

（
農
林
水
産
部
関
係
）

〈
農
村
整
備
課
関
係
〉

説
明
　
農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
事
業
分
担
金
１
８
０
万

円
は
、
本
年
７
月
に
発
生
し

た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
か
か
る

農
地
災
害
43
箇
所
の
工
事
費

の
う
ち
、
補
助
残
に
か
か
る

地
元
分
担
金
２
割
分
で
あ

る
。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
補
助
金
１
億
３
０
０

万
円
は
、
本
年
７
月
に
発
生

し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
に
お
け

る
、
農
業
用
施
設
災
害
11
箇

所
分
４
，
５
１
０
万
円
と
農

地
災
害
43
箇
所
分
５
，
７
９

０
万
円
の
県
補
助
金
で
あ

る
。

〈
農
林
課
関
係
〉

説
明
　
ヒ
ヨ
ド
リ
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
食
害
と
糞
害

の
対
策
と
し
て
、
新
た
に
制

度
を
創
設
し
た
も
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
和
牛
を
中
心
に
牛
肉
価

格
が
低
下
し
、
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
為
、
肥
育
農
家
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
の
も
の

等
で
あ
る
。

質  

疑

【
認
定
第
６
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

説
明
　
本
会
計
は
、
平
成
30

年
度
会
計
か
ら
、
市
が
経
営

す
る
全
て
の
水
道
事
業
が
地

方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

公
営
企
業
会
計
で
、
本
年
度

で
２
年
目
と
な
る
。
当
年
度

純
利
益
は
、
１
億
６
，
９
７

２
万
３
，７
８
３
円
と
な
り
、

前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
２

億
２
，
４
５
７
万
３
，
５
５

５
円
を
加
え
た
、
当
年
度
末

処
分
利
益
剰
余
金
は
、
３
億

９
，
４
２
９
万
７
，
３
３
８

円
と
な
っ
て
い
る
。

答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

議
案
１
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

中村哲康
委員長

【
認
定
第
２
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
入
済
が
15
億
８
，
７
６
２
万

９
千
で
収
納
率
が
96
・
５
％
、

そ
し
て
滞
納
繰
越
分
の
収
入

済
額
４
，
３
５
１
万
で
、
こ

の
収
納
率
が
18
・
８
％
と
非

常
に
低
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

そ
れ
と
、
国
民
健
康
保
険
の

短
期
保
険
証
な
ど
は
、
ど
の

く
ら
い
の
発
行
率
な
の
か
。

　
　
　
令
和
２
年
度
で
、
短

期
保
険
証
の
発
行
数
が
３
８

９
件
、
資
格
者
証
が
59
件
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
早

め
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

て
、
な
る
べ
く
納
税
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
分
割
納
付
誓
約
書
も

出
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
ま
で
社
会
保
険
だ
っ
た
人

が
、
会
社
の
都
合
で
や
む
な

く
退
職
を
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
の
減

免
制
度
と
い
う
の
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
相
談
に
来
ら
れ
る
方

が
最
近
増
え
て
い
る
。
誓
約

に
つ
い
て
は
特
段
設
定
を
し

な
か
っ
た
。
本
社
、
委
任
営

業
所
が
市
外
で
あ
っ
て
県
内

の
業
者
に
つ
い
て
は
、「
平
成

30
年
度
以
降
に
同
種
の
受
注

実
績
が
官
公
庁
に
あ
る
こ
と
」

の
条
件
を
付
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
物
品
の

場
合
は
、
市
内
に
は
、
該
当
す

る
業
者
が
い
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
物
品
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
業
者
に

入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
、「
ま

ず
市
内
の
業
者
で
取
扱
い
が

で
き
な
い
か
」
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
７
社
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
７
社
全
て
か
ら
参
考

見
積
を
徴
取
し
た
。
そ
の
結

果
、
提
出
が
あ
っ
た
の
が
１

社
で
、
６
社
に
つ
い
て
は
、

納
品
そ
の
も
の
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を
得

ず
範
囲
を
県
内
と
い
う
こ
と

に
し
て
、
県
内
の
事
業
者
か

ら
も
再
度
見
積
り
を
と
り
、

結
果
的
に
６
社
か
ら
参
考
見

積
が
あ
り
、

そ
の
最
低

価
格
で
設

計
を
行
っ

た
。

【
議
案
第
79
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
中
学
校
の
修
学
旅
行

取
消
料
等
補
助
金
31
万
６
千

円
の
算
定
根
拠
は
。

　
　
　
小
学
校
も
含
め
取
消

料
等
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

が
計
画
を
し
て
い
る
修
学
旅

行
で
、
業
者
等
か
ら
見
積
り

を
頂
い
た
も
の
を
合
計
し
、

算
定
を
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
の
修
学
旅
行

は
小
中
学
校
は
全
部
行
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
本
年
度
は
、
見
直
し

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
教

育
委
員
会
か
ら
指
導
を
行
い
、

各
学
校
で
保
護
者
に
説
明
を

行
い
見
直
し
を
し
て
い
る
。

現
在
の
状
況
は
、
中
学
校
は

次
年
度
に
延
期
、
小
学
校
は

既
に
中
止
の
学
校
が
い
く
つ

か
出
て
お
り
、
検
討
を
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
し
て
は
、
国
も
非
常

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
普
及
率
と
、
今
度
ス
マ

ホ
で
も
決
済
で
き
る
よ
う
に

国
で
検
討
を
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
周
知
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
、
８
月
１
日
現

在
、
申
請
率
が
14
・
２
％
、

交
付
率
が
11
・
２
％
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
普
及
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
当
初
６
月
か
ら
予
定
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響

で
延
期
し
て
お
り
、
10
月
か
ら

全
町
各
自
治
会
の
集
会
所
に

出
向
き
交
付
申
請
を
受
け
付

け
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
る
。

【
議
案
第
82
号
】
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
対
応
教
育
用
端
末
）

説
明
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
き
、
市
内
の
小

中
学
校
の
小
学
４
年
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に
貸

与
す
る
機
器
を
購
入
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
今
年
度
は
持
ち
帰
り

は
な
い
と
思
う
が
、
例
え
ば

来
年
度
の
夏
以
降
、
持
ち
帰

り
を
し
た
と
き
破
損
し
た
場

合
の
補
償
、修
繕
に
つ
い
て
、

基
準
を
つ
く
る
の
か
。

　
　
　
破
損
の
関
係
で
あ
る

が
、
事
前
に
、「
こ
う
い
う
場

合
は
市
で
負
担
す
る
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
保
護
者
で
お

願
い
す
る
。」
と
い
う
よ
う
な

基
準
は
必
要
と
思
っ
て
お
り
、

基
準
を
保
護
者
に
示
し
、
承

諾
を
事
前
に
し
て
い
た
だ
き

貸
与
と
い
う
形
を
と
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い

て
今
後
詰
め
て
い
く
。

　
　
　
今
回
は
、
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
の
制
限
付
一
般
競

争
入
札
の
条
件
は
。

　
　
　
今
回
の
制
限
に
つ
い

て
は
、
営
業
所
の
所
在
地
に

関
す
る
条
件
と
し
て
、「
長
崎

県
内
に
本
社
ま
た
は
委
任
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
」
と
い

う
の
が
１
点
で
、
そ
れ
か
ら
、

「
実
績
に
関
す
る
条
件
」
も
付

し
て
お
り
、
本
社
ま
た
は
委

任
営
業
所
が
南
島
原
市
内
に

あ
る
業
者
に
は
、
こ
の
実
績

答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  

弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  
疑

書
を
出
さ
れ
た
方
は
あ
る
程

度
そ
の
と
お
り
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
出
さ
れ
た

時
と
状
況
が
変
わ
り
、
長
期

間
滞
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

預
金
調
査
や
財
産
調
査
を
し

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
行
く

よ
う
な
形
で
頑
張
っ
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
を
や
む
な
く
辞

め
ら
れ
た
方
は
、
今
、
国
保

の
減
額
措
置
が
あ
る
。
本
来
、

国
保
税
の
算
出
と
い
う
の
は
、

前
年
の
給
与
と
か
所
得
に

よ
っ
て
算
出
す
る
が
、
リ
ス

ト
ラ
等
受
け
た
方
に
つ
い
て

は
、
３
割
に
減
額
し
て
課
税

を
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
る

の
で
、
そ
の
制
度
に
則
っ
て

お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
議
案

【
議
案
第
80
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
議
案
第
81
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

【
認
定
第
５
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

質  

疑

答  

弁
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弁
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弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

議
案
４
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

田中次　
委員長

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
出

梅雨前線豪雨による公共土木施設災害

梅雨前線豪雨による農地災害

下水道工事

ヒヨドリの被害があった圃場


